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[LUBAE の 


特集 


① 氏名 
⑫ 出身 地 
③ 趣味 


《④ ファ ン に メッ セー ジ 
⑤ 新年 に 当っ て 


総務 * 沢 田 猛 


① 河 野 敏子 の 東京 ③ 編 物 読書 ⑳ フ ァ ン クラ ブ 
を 末 長 く 愛 し て 下る い 。⑤ 竜 の 子 プ ロ の 作品 
が 増 々 ビット し ます よう に 。 
① 池 永 カツ 子 ② 東 京 ③ 合 山 映画 ④ 皆 さん の 事 
務 局 を 設立 し た の て 事 
務 局 と の 接触 と 交流 を 
多く し て 下さ きい 。 今 
年 こそ を 会社 に 発展 あれ / 
ee ① 井 関 正隆 ② 東 京 ③ 切 
手 読書 ④ 熱 狂 より 末 長 


の 


い 愛 願 を 。 


① 塩 野 登美 江 ② 東 京 ③ ド ライ ブ 油 絵 ④ フ ァ ン 
クラ ブ に どん どん 入会 し て 下る い 。 そし て 竜 
の 子 を 、 竜 の 子 の 作品 を 愛し て 下る さい 。⑤ 体 


に 気 を つけ て 、 頑 張り た いと 思い ます 。 


美術 部 


① 多 田 喜 久子 ② 福 岡 県 ③?④?⑥⑤?72 

① 佐 藤 広 明 ② 東 京都 ③ ふ コ と 遊ぶ こと 。④ ま 
あ カ ひか な いよ うに ネ 。⑤ 個 人 的 な アニ メ 
を 制作 し て みた いと 思い ます 。 自分 が 納得 で 
きる 油 を 描き た いと 思っ て お り ま す 。 

① 佐 藤 輝 信 ② 大 宮 市 ③ 音 楽 ・8mm シ ネ ④ 皆 さき 
ん / 100 万 ボル ト の 瞳 で 、 ビ リ ビ リ と みつ め 
て 下さ る い 。 も う 何 が な ん で も 、 最 高 の も の を 
創り 出す か ら …。 で も あま り 強 すぎ て 、 シ ビ 
レ テ フ ニャ グ ク な ん て …… だ め / ガ ン バ レ / 苦 
し い 12 苦し く て も ガン バラ な くっ ちゃ あ … 
… ね /⑤ も っ と 、 も っ と 努力 し て 、 心 の 伝 わ 
る 画面 作り を し た い 。 

(① 石 川 富美 子 ⑦ 東 京都 ③ 我 楽 多 集め etc. 
④!? ⑤ TTY 勉強 し ます seeaes 由 

① 山 元 健三 ② ? 中 国 地方 より 南 
③③ プ ルー グラ スミ ュ 
ー ジ ッ ク を 聞く こと 。 
④ 竜 の 子 以 外 の アニ 


吉田 健 ニ 


メ を も っ に 見 よう ガッ チャ マン を 見 る な 。 
ガッ チャ マン に な れ 。⑤ 自 主 作品 を 作る こと 
① 宮 川 佳子 の 昭島 ③ 汗 を 流す こと 。 

* 桜井 真理 子 


作画 班 


① 宮 本 貞雄 ② 大 阪 市 ③ 
観劇 ・ 音 楽 ・ 映 画 ・ 絵 
画 ど れ を 取っ て も 仕事 
に 関係 あり 趣味 と た は い 
ませ ん 。 困り まし た 
。④ 竜 の 子 を 応援 
あり が e う 。 PPE 
⑤ 科 学 忍 者 隊 が ガッ チャ マン II に 続く 新 企画 を 
発表 し 、 故 吉田 竜 大 社長 な き あ と も 竜 の 子 プ 
ロ が 健在 で ある こと を 世に 知ら し め な けれ ば 
ら ぬ 年 で ある 様 に 思い ます 。 を 御 期待 を 
① 野 部 駿 夫 ② 東 京都 ③ 
つり ④ 体 に 気 を つけ て 
楽し い 生活 を し まし ょ 、 N 
う 。⑤ 竜 の 子 プ ロ の 作 AN 電 ーー 
品 を 通し て 、 フ ァ ン の / NN 
方 々 の 心 の 中 に 一 生 心 M ここ 
に 残る 何 か が が 一 つ で も あれ ば と 思い 講 実 に 
作品 を 作っ て いき た いと 思い ます 。 
① 河 合 静男 ② 愛 知 県 クルマ ④ ガ ッ チ ャ マン 
を よろ し く 。⑤ が ん ば り ま す 。 
① 西 川 忠良 ② 東 京都 眠る こと 、 食 べ る こと 。 
④ 時 間 を 大 切 に し まし ょ う 。⑤1979 年 は 時 間 
を 大 切 に し た いと 思っ て いま す 。 
① 沢 田 さなえ ② 東 京都 ③ 他 人 に 云う ほど の こ 
と も …… し て ませ ん の で 。④ あ ん まり アニ メ 
ば っ か り 見 て は ダメ 。⑤ 昨 年 は ま よ い の 年 、 
きる て 今年 は …… 
① あ べし じゅ ん 子 ② 浦 和 市 ③ な し …… も し か し 
て 仕事 ……!?7⑨④ 外 国 の 良い アニ メ も み ま せ う 
を そし て TV アニ メ だ け で な く 、 ア ニ メ 全 体 を 
ひろ く 〈 見 つめ ゅ る 眼 を 養い ませ う 。⑤ 初 め て の 
リア ル な 作品 で ます の で 、 全 力投 球 で ガッ チャ 
マン Part II に の ぞ み ます 。 


に 


アニ メ フ レ ンド 撮影 


① 横 山幸 太郎 ② 宮 崎 ③④ 映 画 観賞 応援 し て 下 


Se い 。 ジョー だ けが すべ て じゃ な い /⑥⑤ 会 社 
。 理 


九里 一 平 吉田 綾子 


と いう 船 の 一 部 機関 と 
な り 、 よ り 良 い 方 向 へ 
カジ を 進め 荒波 を 乗り 
こえ 進ん で 行き た いで 
す 。 

① 安 原 俊之 ② 大 宮 市 ③ 
シナ リオ 創作 ・ 作 曲 ④ 
これ か ら 先 、 何 年 、 何 十 年 た っ て も 、 見 た 竜 
の 子 作 品 は 忘れ な いで 下さ る い 。⑤ プ ロ と し て 

いっ ちょ まえ に な る こと 。 

① 鴨 野 彰 ② 北 海道 ③ 漫 画 観賞 ・ 文 学 観賞 ・ 内 : 
政 千 渉 の ④『 サ ザ エ さん 』 は お も し ろ い で すね 。 
TU・PN・ 引 きも セル ・ マ ル チ ・ ゴ ンド ラ ・ 

TB・OL が 撮影 で きる よう に な り た いな あ 。 
① 小 西 一 廣 ② 横 浜 ③ ば ラム ④ こ れ か ら 6 竜 の 
子 と 一 諸 に 歩い て 、 よ り 多 く の 支 援 を し て ほ 
し いと 思い ます 。 ぐ 技術 一 進 『 が ガン バシ ベ ェ 
7 | 

① 相 沢 健 四郎 ② 福 島 県 ③ 写 真 ④ 応 援 し て /⑤ 
技術 を み に つ けた い 。 

① 橋 本 和 興 ② 福 岡 県 ③ レ ュー ド 鑑 賞 ④ 評 論 家 
に な っ て ほし く 《 な いな あぁ あー と …… ン ?⑤ リ テ 


編集 


① 谷 口 監 ② 熱 海 市 ① 麻 6 
雀 ・ 酒 1 

〇 ① 谷 川 幸男 ② 北 海道 ③ 
音楽 ・ ス ポー ツ 、 麻 雀 

《⑰ タ イム ボカ ン シ リ ー を 旋 

ズ ・ ゼ ンダ マン に 絶大 な る 視線 を ク ⑤ 今 年 は 
入社 2 年 目 、 大 へ きく 飛躍 し ファ ン の 皆様 に 
お こ だ え し だ いで す 。 ハイ / 

① 津 留 洋 子 ② 鹿 児島 県 ③ 読 書 ・ 人 形 作 り ④ ゼ 
ンダ マン を 応援 し て ネ / 


出版 部 


① ル ー ニ ア 高 橋 ② 君 津 市 ヨー カン 製作 ④ ア 
ニ メ を 愛し 、 ア ニ メ の 中 に 何 か 人 生 を 感じ る 
よう に 楽し み を つか ん で 下る きい 。 それ が 本 当 
の ファ ン … だ と 思い ます 。 だから こる を 秒 達 も 
それ に 応え て 良い 作品 を 創り ます 。⑤ 世 界 的 
に すばらし い 竜 の 子 の ユニ ー ク な 作品 を 発表 
し た As 


① 福 田 良子 ② 品 川 区 ③ 読 書 ・ 料 理 ④ 出 版 部 に 
くる ファ ン レ ター は 全部 目 を 通し て いま す が 
… 返 事 が か が け な く て ご めん な る い 。 これ か ら 
も 楽し い ぉ 便り を まっ て いま す 。⑤ 他 の 部 加 
の 人 々 と の 交友 を 深め た い 。 仕 事 に 関し て は 
別に な いで す 。 強い て いえ ば 、 自 分 の 仕事 に 
対し て も っ と ほこ り と いう か 、 自 信 が 持ち た 
い 。 

① 大 森 明美 ②⑦ 郡 山 市 ③④ マン が ガ 読 み 描 き ④ い つ 
まで も よき ファ ン で いた だ きた い 。 竜 の 子 を 
見 す て な いで 下さ い 。⑤ 今 年 こそ 自分 の 本 当 
に や り た い 道 を すす みた い 。 

① 山 津 真 岐 子 の 秋田 県 ③ 読 書 ④ 作 品 が 伸び て 
いく よう な 応援 の し か た を し て 下さ い 。⑤ 技 
術 、 精 神 カ の 向上 を は か り た い 。 

* 菊地 晃 夫 

* 椎 橋 郁 


特殊 効果 


① 朝 沼 清 良 ② 鹿 児島 県 
大 島 郡 ③ 釣 0④ 余 り 恐 
い 見 方 を し な いで 下る 
いね 。⑤ 質 の 向上 。 
① 阿 部 郷 ② 東 京都 ③ 野 
球 ④ 特 殊 効果 と いう 仕 
事 は 仕上 げ の 中 で は 最後 の 最後 に 行う 仕事 な 
の で 、 ガ ッ チ ャ マン II な ど で は 、 徹 夜 の 連続 
で す 。 他 の スタ ッ フ も 同様 な の で す 。 それ だ 
け 竜 の 子 の 作品 は 美しく 楽し いも の で ある と 
信じ て いま す 。 フ ァ ン の みな きま 、 い つま で 
5 竜 の 子 を か わい が っ て 下さ い 。⑤ 今 年 は 自 
分 自身 の 新しい 物 を 作り あげ 何 か 珍し い 作品 
を 作っ て 見 た い 。 

① 村 上 正博 ② 伊 勢 崎 町 ③ 写 真 の すず め の 鳴 き 
は じ め る まだ 皆さん が 寝 て いる 頃 嘩 磨 に も め 
げ ず 、 ガ ッ ツ 根性 で 、 ガ ッ チ ャ マン IL の 製作 
0 に 打ち こむ 事 が し ば し 
導 ば あり ます 。 …… 大 変 
な 作業 を 一 人 一 人 の ス 
叶 タ ッ フ の 方 々 が 皆さん 
に 納得 の い 〈 様 な す ば 
は SN らし い 作 品 づ くり に 日 
て いま す 。⑤ ガ が ガン バラ ナク チャ / 


夜 ガ ン バ ッ 


管理 課 


① 柳 堀 政 二 ② 東 京都 ③ 演 劇 観賞 の あな た の 一 


『 表 春の 想い 出 』 に 何 か 残る よう 祈っ て いま す 。 


アニ メ が 好き で 頑張 っ て いる スタ ッ フ に 、 

少し で も 良い 環境 を 与 を て あげ よう と 努力 し 
ます 。 

① 高 野 日 出 夫 ② 東 京都 ③ 麻 雀 。 競 馬 。 料理 。 

④ 竜 の 子 プ ロ を ご ひい き に グ ⑤ い ろ い ろ な 面 
に いて 節約 を 図り 合理 的 且つ 経済 的 な 会 社 
の 組織 作り を する こと 。 麻雀 と 競馬 に 連戦 連 
勝 す る こと 。 

(① 児 玉 一 章 ② 長 崎 県 ③ 山 登 

* 井上 恒子 


| * 川 崎 広 美 
* 中 島 重子 
* 千 代 進 作 
* 千 代 エ キ 


企画 デザ イン 室 


① 天 野 嘉 孝 ② 静 岡市 仕事 葛 強 (本 当 で す / ) 
④ 普 通 の 女の子 に な っ て 人 生 を 楽し ん で 下さ 
この 気持 。 


い 。⑤ 今 年 こ を は …… 
① 下 元 明子 ② 東 京 ③ 心 
集め ④ 一 週間 に 一 日 く 
らい の 割 で 自分 を 天 オ 
だ と 思い こん で みて 下 
きい 。 な ん の 天 オ で あ 
る か は その 時 に よっ て 
変 た て みる の 。 自分 の 存在 感 が か わり ます 。 
物 の 見 方 が 変り ます 。 生 き 方 が 変わ り ま す よ 。 
* や さき さ し き の 天 オ な ん て 素敵 ネ /⑤ 今 ま て 努 
カカ し て きた 事 を いか し て 今年 を プラ ス よ い 仕 
事 を し た い 。 

① 中 森 恵 の 埼玉 県 ③ 知 ら な いこ と を 知る こ 
と 、 風 に うた れる こと 。④ タ ツノ コ の アニ メ 
と と も に 思い 出 を た くき ん つく っ て 下さ る い 。 
⑤ 今 年 の 抱負 は “豊富 "に な ろう 。 
① 高 田 明美 ② 東 京都 ③ 油 絵 ・ 絵 本 を 
④ と に が かく 作品 を た の し ん で 下さ きい 。 ⑤ 納 得 
の いく 仕事 が し た いと 思い ます 。 


制作 ・ 仕 上 げ * 楽 田 勝 


① 永 井 昌 開 ② 愛 知 県 ③ 酒 を 飲む 事 ④ 我 が 社 の 


作品 を ちっ と も っ と 応援 し て 下さ い 。 ⑤⑥ で ゼン 
ダマ ン を 前 作 タ イム ボカ ン ・ ヤ ッ タ ー マ ン 同 
様 ヒ ッ ト 作 品 に する 様 努 力 す る 子 定 で す 。 
① 中 野 政則 ② 神 奈川 県 

① 小 山 聡子 ② 東 京都 ③ 少 女 マ ン ガ を 読む 事 。 
ブラ ブラ 散歩 する 事 。 植 木 い じ り 。⑤ 今 年 こ 
そ を は 『 駅 で 男 の 人 に 後 を つけ られ て 男 か 女 か 
確か め ら れる よう な こと の な いよ うな 立派 な 
女性 」 に な り た い 。 

① 上 村 祐 子 ② 長 野市 レコ ュー ド 鑑 賞 。 佐々木 


集め る 事 。 


FAN CLUB NEWS 


功 様 を コン ドル の ジョ ー に 関す る 資料 集め 。 
④ 私 の 大 好き な 佐々 木 功 き ん と コン ドル の ジ 
ョ ー を そし て 竜 の 子 ア ニ メ を これ か ら も 応援 し 
て 下さ い 。⑤ 私 達 の まだ も っ て いな い 物 を た 
の も し い 仲 間 た ちと 一 緒 に 探し に 行き た い 。 
① 長 岡 恵 の 東京 都 ③ た ミ 且 紅 半 記 

くさ ん ある の で 省 略 。 ュ > 
今 は 編物 に 夢中 ④ 作 品 
や キャ ラク ター に 興味 
が ある の も 悪く な いと 
思い ます が 、 ア ニ メ 自 
体 の 良き そし て 難し さき 
を 出来 る だ け 理 解 し て ほし い の で す 。( 和 無理 7 ) 
⑤ ス タッ フ 全 上 員 が 健康 で いら れる こと 。 非常 
に 忙し いし スケ ジュ ー ル な の て 心配 で す 。 

* 横尾 潔 

* 吉田 隆生 

* 加 麻 長 輝 

* 小林 正典 

* 岡島 雄二 

* 山田 良一 

* 田村 常夫 


* 伏 川 政 明 。 一 


* 村田 美知子 
* 小野 静子 
* 羽生 道代 


① 柳 川 茂 の 神奈 川 県 ③ 写 真 ④ 現 実 と た アニ メ を 
混同 し な い フ ァ ン で あっ て ほし い 。⑤ い わ ゆ 
る 竜 の 子 カ ラー 以外 の 作品 を 作り た い 。 


演出 部 * 笹 川 ひろ し 


① 原 征 太 郎 ② 高 知 県 ③『 
何で も 趣味 に し ます 。 
(《⑰ い つま で 6 も 竜 の 子 を 
可愛 が っ て 下 き い 。 
⑤ 今 まで の 竜 の 子 カラ 
ー を ぶち や ぶっ た 新 し 
い 竜 の 子 カ ラー に 立ち 
向かい た いと 思っ て いま す 。 
② 石 田 正 平 ② 静 岡 県 ③④ あそび ④ 楽 し て や っ て 
ね 。⑤ は や く 〈 く 人間 に な り た い …/ 
(① い 西久保 瑞穂 の 西多摩 
郡 ③ 主 に 飲む 打つ 買う 
他 に レコ ー ド や カメ ラ 
を 回 し た り 。④ 日 本 の 
0 
馬 月 二 共 。20 分 CM 化 。 
ッ チ ャ マン は 今日 も 戦い 続け る …… 』 7 
の こっ ちゃ 7?⑤ ア ニ メ は タフ で な けれ ば 生き 
て いけ な い 。 ア ニ メ は 易しく な けれ ば や っ て 
いけ な い 。 あ ん まり いい コピ ー じ ゃ な いけ ど 


①⑪ 押 井 守 ② 東 京 $ う プラ モデ ル 兵 器 収集 の ゼン 
ダマ ン を ご ひい き に 。⑤47 友 目 の 戦車 に 取組 
ん で いま す 。 来年 は 目標 の 10 0 台 を 突破 し よ 
うと 思っ て いま す が 、 ム リ で し ょ うな テ 。 


① 真 下 耕 一 ⑦ 東 京 ③ 多 岐 に わた り 省略 ⑩ タ ツ 
ノコ は 何 が と び 出 すか 判ら な いび っ くり 箱 。 


お た の し み に /⑤ 小 春日 和 、 芝 の 上 で ひな た 


ぼっ こ な ぞ を ……… 


ルオ 


ナ ! は まほ 矯 が: にし た く 


① 津 田 義 之 ② 名 古屋 ③ 安 い 定 食 屋 
を 探し 回 る ゐ こ と 。④⑭ 日 曜日 の 夜 6 
時 は 日 本 中 の 女 湯 を 空 に きせ ます 。 
※* 西久保 利彦 で 
* 植田 秀 二 gz. 
営業 部 


① 上 野 兵 巳 の 京都 府 ス キー。 テ ニス 。 ヨ ッ 
ト 他 ④ 基 非力 強く 会 社 れ バッ クア ッ プ し て 下 
る い 。⑤ 会 社 の 新しい 面 の 開拓 が 出来 れ ば と 
願っ て お り ま す 。 

① 申 東 折 の ソウ ル ③ 古 典 音楽 ④ よ り 良 い 作 品 
制作 を 目指 し て 頑張 り ま す の で 、 積 極 的 な 批 
評 を お 待ち し て いま す 。⑤ 秀 れ た 作品 制作 の 
為 一 層 の 努力 を する と と も に 海外 に も ファ ン 
を 拡げ る 夢 を 実現 する た め に 項 張る つも Di で ^ 
いま す 。 > 
〇 ① 宮 田 知行 廊 
② 甲 府 市 
* 鈴木 敏 充 


版権 部 
* 井上 明 
* 山田 修治 
* 又吉 信正 


な の か らら た トス メメ メメ / ゼン 
竜 の 子 ア ニ メ 技 術 研究 所 


① 落 合 祥 昭 の 新潟 ③ ス キー・ 音 楽 ④ 心 の 夢 を 
大 切 に し て 、 大 人 に な っ て も それ を 失 な わな 
いよ うに 。 ぐ ⑤ 現 実 を 直視 し て 、 今 年 も ファ ン 
の 皆さん と 一 緒 に 竜 の 子 の た め に 頑張 り た い 。 
① 杉 井 興治 の イヤ ー ン そん な 事 聞い ちゃ 7③ 
あの ネ … ウ ヒヒ ヒ ……。(《⑳⑰ ア ンタ も 好き な の 
ネエ ー/⑤ 私 の 年 な の よ …… だ か ら ネ /…… 
これ も 聞い ちゃ イヤ 


① 薄 井 義 雄 ② 日 本 国 ③ 仕 事 を する 事 。④ あ ゝ 
これ だ け で は 失礼 な の で … も う 一 言 。 一 味 違 
WE 1 と 用 映画 を 


つく り た い /… と 思え る 年 に し た 


(① 長 峰 節 子 ② 東 京 ③ 読 書 ④ こ れ か ら も 竜 の 子 
を よろ し く 。⑤ 早 く 一 人 前 に な り た 一 い 。 
① 野 嶋 め ぐみ ② 戸 田 市 SF に 関す る 事 ほ と 
ん と ど …。④ 差 し 入れ 大 歓迎 /⑤ 満 足し て も ら 
える 絵 を 1 度 で いい か ら 描 きた いな っ と …。 
① 湯 我 昭子 ② 東 京 ③ 生 きる 事 。 ④ い つま で も 
竜 の 子 ア ニ メ を みす て な いで 下 き いま せ 。 ⑥⑤ 
常に 前 進 あ る の み 、 ナ ー ン チャ ッ テ 。 
① 角 田 修 ② 石 川 県 ③ 星 也 、 食 事 、 音楽 鑑賞 
(これ か らち も 竜 の 子 の 作品 を 応援 し て 下さ い 。 
も っ と 稼 で ぞう -。 
① 光 抜 陽一 (本 名 武田 矯 英 )② ア ンド ロメ ダ 星 
実 内 第 13 星 域 第 9 番 惑 星 エ ンジ ャ ー ル (別名 
岡市) ③ カ レー ライ ス を 作る こと 。 石野 真 
子 の 歌 を きく こと 。④ 竜 の 子 プ ロ は 永遠 に 不 
減 で す ク ⑤ こ の 世に アニ メ の ある 限り ファ ン 
の 言葉 が 俺 を 呼ぶ / ナ ー ン ちゃ っ て 、 今 年 も 
人 間 生 活 を 維持 し つつ 、 ガ ン バ リ ます 。 


き 
に い 】 
さ 
2 
3 
21 
5 
3 
3 


1979・ 竜 の 子 プ ブロ ダク ショ ン 


そし て 若者 た ち 


① 沖 野 百合 ② 広 島 ③ 音 楽 鑑賞 ( 主 に ロッ ク ) 

④ 竜 の 子 ア ニ メ を いつ まで も 応援 し て 下さ い 。 
① 遊 座 和 重 ② 東 京 ③ 特 に な し ④ 竜 の 子 フ ァ ン 
て 、 見 る 目 が 有る ね / イ ヤ 本 当 よ / 絶 対 本 当 。 
僕 も を う 思 う / ホ ント ウ ダ ョ グ 

① 菊 地 市 松 ② 東 京 ③ 読 書 (愛読 書 … 少 年 ジャ 
ンプ ) ④「 一 日 一 善 」 竜 の 子 ア ニ メ を 大 切 に 
し よう 。… 竜 の 子 プ ロ 振 興 会 ( 竜 の 子 の 収益 


金 は 恵まれ な いい アニメーター の た め に 使わ れ 
て いま す 。 ぐ 早く 思 
な り ま す よ うに … 


1 う よ う に 動か せる よう に 
パン パン … お 願い し ます 。 


出 て きた ら T V の 前 で 
手 を た た いて くだ きい 。 
⑤ 主 張 す る アニ メー タ 
幼 主 一 に 向かっ て 前 進 / 

岡市 ③ ス プー ン 集 め ④ あ け ま 


① 浜 崎 博 銅 ② 往 
し て お めで と う 。⑤ と に か く が ん ば り ま す 。 
① 前 田 真澄 ② 東 京 ③ 読 書 し な いこ と 。 
ド 集 め ⑨ ほ に も 6 かく ガン バリ た い 。 


レコ ー 


① 赴 佳宏 ② 東 京 う プロ レス ご っ こ ④ マ ン ガ ば 
か り 見 て ちゃ ダメ よ /⑤ 寒 き に 負け ず 頑 張 ろ 
あみ 

① 橋 本 と よ 子 ② 不 明 ③ 趣 味 を も た な いこ と 。 
(《④ な は よう ご ざい ます 。⑤ テ レビ が は ほしい …。 
〇 ① 稚 木 満 の 東京 ③ 仕 事 の いつ まで も 心 に 残る 
も うな いい 作品 を つく り た いで す 。⑤ ス キー 
が うま く な り た い デ ス 。 両足 ピッ タリ つけ 
て 滑れ た ら ナ ー。 

① 佐 藤 真 美江 ② 鎌 倉 市 GR OCK を 聴く こと 
(《④ ポ パピ ュー、 ペ ポ パ プ 、 ペ ぺぺ ペ ポ ペ バ パ 、 ブ ⑤ 


あー は や くく 人間 に な り た い 。 


アー コ 。 お きき 5 第 外 D プ 


お すぎ = 自称 きす らい の 詩人 。 ア ー コ = 自称 
作家 の 美少年 。 二 人 と も 竜 の 子 の 偏執 狂 的 フ 


ァ ン の 代表 で あり 、 彼 等 に 、 今 回 の 特集 アン 
ケー ト を 読ん で 、 そ の 感想 と 竜 の 子 を 語っ て 


も らい まし た 。 く 編集 部 > 

お すぎ ね ぇ 、 聞 いて 、 開 いて 、 研 究 所 の 子 
が 一 等 、 偉 ら を そう じゃ な い 。 アデ アンケ 
ー ト に カッ コイ イ こ と ば っ か り 書 
ちゃ っ て …。 余裕 ある みた い ヨ 。 

アー コ そう よ 。 ペン ネー ム な ん か つか っ ち 


ゃ っ て さる 。 それ に 、 ひ どい の よね 。 
『 は や く 人 間 に な り だ た ー い 』」 な ん て 
竜 の 子 の 子 っ て 人 間 じ ゃ な い の か し 
ら ね 。 (キビ シィ ー ク ) 

お すぎ そう 、 そ う 、 ひ ょ っ と し て 宇宙 人 か 

も よ 。 そう よ 、 絶 対 に 宇宙 人 よ 。 出 

身 地 が 『 ア ンド ロメ ダダ 星雲 、 エ ンジ 

ャ ー ル 』」 っ て いう 子 も いた し る さあ 。 

それ に 気 し い の よ ね 。 テ レビ が は ほし 

い ー / な ん て いう 子 も いる し ね 。 

趣味 が 心 集 め な ん て 、 ひ じょう に イ 

ミ ジ 必 ね 。 

お も し ろ い じゃ ん 。 心 に も 色 と か 形 

が あっ て 、 机 の 抽出 し の 中 に 集め と 

い だ た り し て ね 。 

いい わ 、 そ れ す ご くい い 風 景 よ 。 詩 

的 な の よね 。 あ だ た し の は 、 心 に 毛 が 

は えて いて 、 マ リモ ちゃ ん みた い の 。 

や め て よ 、 気 持 悪 いか ら 。 と ころ で 

笹川 きん の 笑い 方 っ て 、 と て も 可愛 

いい の ね 。 

八重 歯 が キ ラッ と 光っ た だ たり し て 、 ほ 

ん と に 幸せ そう ね 。 で も 、 九 里 き ん 

も 笹川 さん も 若い 子 に も て る の よね 。 

雄 如 け ちゃ うわ 。 

あたし た ちの 、 ク リ ち ゃ ん 、 

ちゃ ん な ん だ か ら 。 

それ に 、 宮 本 さん の 頭 、 原 きん の お 

ヒゲ ちゃ ん 。 イ イワ 。 特徴 的 な の よ 

ね 。 で も 何故 か エロ チ ィ ッ ク な 感じ 

が する の ね 。 

アー コバ メメ XX。 

お すぎ メメ メメ メメ メメ 。 

(この 部 分 は 、 健 全 な 青少年 の 育成 と 公 序 良 

俗 に 反し ます の で 、 全 面 的 に カッ ト し ます 。) 

アー コ お すぎ っ た ら す で ぐに 話 を 落す ん だ か 
ら 、 あ た し 赤く な っ ちゃ うわ 。 

お すぎ と ころ で 、 新 作 は ある の ? 

アー コ 4 月 か ら フ ラン ス か ら 輸 入 し た 「 コ 
ラル ゴー ル 」 っ て いう 作品 を TBS 
で 放映 する わ 。 

お すぎ どん な 内 容 ? 

アー コ 土曜 日 AM7: 30 か ら 15 分 の 人 形 ア ニ 
メ よ 。 態 の ね いで るみ の 冒険 物語 。 
竜 の 子 は 、 日 本 語 版 制作 も を する の よ 。 

お すぎ その 他 に は 。 

アー コ まだ 決っ て いな いみ た い 。 で も 何 か 

や り そ う よ 。 そん な 雰囲気 だ か ら 。 

今年 こそ は 、 が ガッチャ マン 以外 の 作 

品 も 、 見 た いわ ね 。 頑張 っ て も ら わ 

な くち ゃ 。 

(紙面 の 都合 上 ・ 独 断 的 に 打 切 ら せ て いた だ 

きま す 。 お 杉 と アー コ は 、 を その 後 、 午 前 4 時 

まで 話し 続け て な り ま し た 。 先ず は 注釈 まで 。) 


お すぎ 


お すぎ 


ひろ し 


お すぎ 


お すぎ 


ヶ ぐ 水 可 * ん 


名 考案 クター 


FAN 本 0 NEWS 
内 
人 
1 ファ ンク ラブ の 皆様 
1 明け まし て お 目 出 度 う 


ご ざい ます 。 


私 達 事務 局員 一 同 、 あ ら 
だ な る 気持 も をもちまして 、 
1979 年 を 迎え て お り ま す 。 

こ ・ に 清新 な 心 で 皆様 に 
ご 挨拶 MS 

新年 な 、 昨 年 の る きま ざま 
の 反省 を もち と に し て 、 且 2 
い 決 意 を 持ち 、 人 生 に 転機 
(0 お いて 、 大 き 

意義 が あり 、 希 望 と 意欲 
合体 きせ て の スタ ー ト で 
RW 

る さて 、 当 事務 局 も 、 よ う 
や く 軌道 に の り 、 の 
ァ ン クラ ブ ニ ュ ー ス 第 三 
補い 
て 、 ほ っ と し て いる 所 で す 。 


二 年 目 を 迎え て の 事務 局 、 


昨年 の 行事 、 及 び 記 録 を も 
と に 、 皆 さま の も っ て いる 
0 の 0 の に 満足 出 
来る も の を 、 又 、 同 志 の 心 
の ふれ あい も 、 育 て て いけ 
る 様 を た の し いる ド 画 (を 打ち 
だ て て いき だ いと 思っ て ま 
す が 、 皆 様 か ら も 、 い ろ い 
ろ と 御 意見 、 御 希望 等 ど し 
ど し 開 か せ て いただき た だ たく 、 
OM だ 必 まず 。 

最後 に この 新年 号 発 行 に 
あ た 08 竜 の 子 に と 
っ て も 皆様 に ほっ て も 、 良 
い 年 で あり ます 様 、 さ ら に 
日 本 の アニ メー ショ ン 発 展 
の た だ ため に も 、 す ば らし い 年 
で あり ます 様 お 祈り し て 、 
私 の 新年 の 挟 拶 に か える せ 
で NM だ 2 き ま > 


吉 田 綾 子 


KC <K《- < <《6 <K《- <G6《《K《- < < < < 《《 ぐ で - 


コ 


( "6 素 の W% ツ 愛 衝 及 6 馬 且 E040( 一 で ぐ 婦 と の つ ) 


8Z 包 半 号 時 字 
Te 也 

14 串 2 革 堪 時 
ん ャ ヤ 

TE 6 MaiE3 
記 6 に コ ヨ 2 
ZL 6 馬 二 時 
OE 2 旬 田 近 
6 E 

6 旬 田 語 
TL 6 革 丘 時 
OL 6 誠 号 是 そ 
6 6 半 号 時 
VO 吊 遇 


第 暑 ITINMZ べく と き 外 到 V 還 の 嫌 下 ど / 

作 平 串 w 非 違 重 二 三 うっ.62 み 4 科 之 どど / 
神 平 還 と と 2 尼 8 二 学 逐 誠 // 

作 平 証 空 不 て を と 2 ツ 記 0G\MZ 0/ 
学 号 扶 切 と を と 魚 前 以 ベ ミー 6 

皆 肢 故 婦 こと を 芝 ヒ と 受入 S8 乏 と > 符 
廊 還 。 て を と とみ 叶 太 雪 日 / 

神 平 田 を と みみ ツ 妃 記 専 寺 V パ の 

ゴ 紀 べ を と 2 二 丸 ツ 宮 弄 飛 呈 日 す 

用 平 還 べ 々 と 2 みつ マ 8 国 と を ムカ 

第 肥 当 べ を と 丸 と や マ 8 と と ママ を と ど 

神 平 是 と と と みつ る 刀 冥 守 ど 

旗 半 還 ベム を すみ 』 キ 志和 と 弄 温 冶 / 
逆 眠 4( ユ と を 一 "ON 


BEEEEEEEEEEEEEEIESESIEESSSEI 記 一 に レジ 羽 


垢 痢 家 半 半 ノ 瑠 臣 
攻 ぐ を と 抄 骨 ノ 量 
千尋 だ デー ティノ 半 
履 選 琴 演 ノー を と スル と 層 
べべ 号 ベー キロ と 〆 く 放 グ 選 在 層 
ロー ベイ 
キン ヒエ 
せく と メー ィ ン 留 選 陽 
旦 泊 凶 ・ 一 全 平 立 ノ 旋 計 民 陽 
エンジ 曇 田 交 ノ と べ (と を と 陸 藤 
第 引 泊 展 ン ベル と 員 と く ー 必 を 
圧 嘱 価 交 プ ベ と とみ エー を と と えた キ 


に コ ヨ 2 3 
唄 \ 世 結 プ アー ルイ と 諾 緊 時 
の と の ] 形 グ 明 茎 
考 学 ーー で 記 ロ と 
ョ ーー ビバ イー を スコ 
穫 療 朱 / 竣 
時 事 閣 江 還 獣 
ダ H モ 平 則 ログ 輔 羽 ・ 草 友 
ハヤ や 量 補 左 駆 ・ 鶴 昌 只 
三村 表 留 ・ ホ ー 重 ゼン 還 
所 加 立 ロビ / ふ を ル ノ 選 当 
一 抽 田 時 / 妃 交 


と べく を と 妃 棒 


張 害 喘 ・ 園 財 


制作 スケ ジュ ー ル | 9 亜 空間 モン スタ ー の わな 山本 優 / 西 久保 移 感 2・11 


2/ 青春 の 折れ た 西久保 瑞穂 2.18 22 
バン アレ ン 間 布川 ゆう じ 2:25 23 北極 に 消え た 稚 


部 万 の 
酒井 あき よし / 西 


第 二話 で 、 ジ ョ ー の 羽根 手裏剣 に 例 れ た ホー ク ゲ ッ ツ 。 し か し 、 苦 /# の で 、 
画面 に は あら われ な か っ た が 、 ギ ャ ラク ター の スパ イ に 殺さ れ た 本 物 の ホー ク 
ゲッ ツ が いた だ はず で ある 。 TI S 0 の 隊員 で あり 、 ジ ョ ー の 代役 を 予定 され て 


いた 男 と は 、 ご どん な 人 物 で あっ た の か ? 
か ら な い 脚 本 を 通し 、 そ の 本 物 の ゲッ ツ を 追っ て み た い 。 


旬 ギ ャ ラク ター と の シレ ツ な 戦い の 
さ 中 、 ジョ ー は マコ と いら うろ 少女 C 環 
われ た 。 そ の 少女 は 、 ホ ー ク ゲッ ツ 
の 恋人 で あっ た 。 

人 @C 2 号 内 ジョ ー「 な ぜ だ な ぜ オ レ 
を 純 う ! 」 

し 】 

ジョ ー「 な ぜ だ な ぜ オ レ を 環 う 」 
マコ 「 ホ ー ク の ゲッ ツ の 、 か だ た きよ 」 
ジョ ー「 何 ?] 

マコ 「 忘 れ た と は 、 い わせ な い 
わ ! あな た の 前 に G2 号 
て 乗 っ た 男 。 そ し て 、 
あな た の 羽根 
手裏剣 で イー 


7ow N0/ 全 の 


四 月 に 放映 予定 で ある が 、 まだ わ 
(編集 部 ) 


ガー ン と な る ジョ ー。 

ー フ ラッ シュ イン サー トー 首 羽 
根 手 裏 剣 を うけ て 倒れ る ゲッ ツ 
マコ 「 私 の すべ て よ ! 私 の 生命 だ っ 
た わ 『! 」 

その 眼 に 、 あ ふれ くる 演 。 
画面 ゆれ て 一 
人 @ 回 起 

ガケ の 上 に 並ぶ 暴走 族 。 眼下 に 

波 が し ぶ き を あげ 、 断 層 。 対岸 

は か な り の 距離 。 

暴走 族 を 背 に 度 ジ ャ ン の マコ が 

ひび とり ブ ゼ ン と バイ ク に も た れ 

る ゲッ ツ を に らむ 。 
マコ 「 さ あ 、 と と を と ん で も ら お うろ 
じゃ な い の 「! あたし の 仲間 を ヒ ヨ 
ッ コ し て くれ た そろ だ けど 」 

條 で バン ソウ コウ の 導 の 仲間 た 

ち 二 人 。 
ゲッ ツ 「 仕 掛け て きた の は そっ ちの 


へ 方 さ 。 勝手 に コキ と いて 迷惑 な 話 だ 


な 」 

マコ 「 お 黙 り ! ホー ク の ゲッ ツ と か 
っ て 、 い き が っ た 名 前 だ そう だ けど ご 
怖い の 」 


仲間 達 、 ひ や か す よ う 人 (笑う 
ゲッ ツ 「 だ れ が 、 相 手 を する 」 
マコ 「 あ た し よ 『! 」 
ゲッ ツ 「 可 愛 い お嬢さん の する こと と 
じゃ ね え 」 
マコ 「 バ カ に し な いで ! 男 が 何 よ ! 
さあ 『! 」 
ゲッ ツ 、 面 倒 く さそ ろう に バイ ク 
また が る と 、 や に わ ( に 疾 り だ し 
ター ン し て か ら 加 速 を つけ て 、 
一 気 に 断 層 を と び こ える 。 
一 瞬 、 息 を の むせ マ コ と 仲間 達 。 
マコ も バイ ク を 疾 ら せ 、 同 様 に 
断層 を と ぶ 。 
※ ※ ※ 
が 、 対 崖 の 間近 で 後 輪 を 背後 に 
すべ ら せ る 。 
マコ 「 あ あ 『! 」 
一 瞬 、 ゲ ッ ツ が マコ を 引き あげ 
る が 、 同時 に バイ ク は 断層 に 
落ち て いく 。 
マコ 「 (いい ど む 眠 で ) お 礼 が いっ て 


牧 秀雄 3・4 
23? 壮絶 ! サ イボ ー グ コロ ニー 


2 ジョ ー の 秘密 山本 優 / 植田 秀 仁 
山本 優 3・.18 2 る 2 な ぞ の 


3・11 


女 秘書 (前 ) 陶山 智 4・25 27 な ぞ の 女 秘書 ( 後 ) 陶山 窒 4・1 


ほし い の 」 
ゲッ ツ 、 い き な り マコ を 頭上 に 
抱え あげ て 
マコ 「 (暴れ て ) な ! 何 す る の よ 」 
ゲッ ツ 「 も と も ご ど 、 落 ち て た 命 だ 。 
オレ は 、 余計 な と と を し た らし いか 
ら な 」 
マコ 「 や 、 や めで て 1! 」 
ゲッ ツ 、 大 地 に 、 ほ うり だ す 
ゲッ ツ 「 も っ と 、 素 直 に な ん な 」 
いい す て て 、 バ イク 乗っ て 去 
っ て ゆく ぐ 。 口 惜 し げに 、 く ちび 
る を か ん で 見 送る マコ 。 
人 @ ジ ョ ー の 回 想 
ラッ フエ ル の 室 か ら 出 て ゆく ジ 
ヨーo 
ラッ フエ ル 「 待 て ! お 前 は まだ 
科学 怒 者 隊 人 復帰 出来 る 完璧 な 
体 で は な い の だ 『! 」 
ジョ ー「 お れ の 代り 忍者 隊 
< 入る 奴 が いる と 聞い た か ら に 
は 、 ヽ 黙っ ちゃ や いら れ な いん だ ! 」 
制止 も きか ず 駆 け 出 し て ゆく 
ジ ョ ーs 
※ ※ ※ 
ゲッ ツ の 部 屋 散 乱 し た 室内 に 横 
た わる ゲッ ツ 。 駆け 込ん で きた 
ジョ ー が 、 稀 い て 援 け 超す 。 
ジョ ー「 ゲ ッ ツ ! 君 は ゲッ ツ だ な 』 
ゲッ ツ 「 ( 息 絶え 絶え を に) ギャ ラク 
ター が オレ の 徐 者 を 整形 し て 忍者 隊 


送り 込ん だ 」 

ジョ ー「 何 だ と 」 

ゲッ ツ [オレ が CC さ 】 奴ら の ee 
ズ スパ イ と な る て と と を 拒否 し た 


か ら だ 」 


ジョ ー「 健 た ち は 、 ど と へ ?」 
ゲッ ツ 「 イ ー ス トン 島 …・ の は ず だ 」 
ゲッ ツ 、 あ え ぎ な が ら 懐 中 か ら 
小型 電子 キル ゴー ル を 出す 。 
ジョ ー「 電 子 オ ル ゴ ー ル ? 」 
ゲッ ツウ [それ を "で "マコ さい の" 
いう 女 に ……・」 
ジョ ー「 マ コ ? ご と に いる ?」 
ゲッ ツ 、 ガ ッ ク リ と 絶命 する 
ジョ ー「 お 8 おい! し っ か り し ろ -」 
人 @ も と の 戦車 内 
ジョ ー「 オ レ は 、 そ ぞ それから イー スト 
ン 和 鳥 へ と ん だ 。 そ し て 、 君 が 写真 で 
見 た ニセ の ゲッ ツ を 羽根 手裏剣 で 倒 
し レ し た の だ CO 友 ま 人 玉 表 】 | 
グ ジョ ー、 懐 か ら 
小型 オル ゴー ル 
を とりだし て 、 マ コ 
に 握ら せ て や る 。 
信じ られ な いと いっ 
た 風 に 見 る マコ ・・ 
マコ 、 お そる お そる 小 
へ 型 オ ル ゴ ー ル を あ 
け て みる 。 な か か ら 
流れ くる 「 エ ー デ ル ワ イ ス 」 の 
メロ デイ 。 マコ の 眼 に 新た な 
涙 が あふ れ て くる 。 
介 マ コ の 回 想 
夜 の 濾 比 場 
度 ジ ャ ン の ゲッ ツ が 、 沖 の 船 を 
見 な が ら 、 口 笛 で エー デル ワイ 
ス を 吹く 。 硝 後 の バ イク に も た 
れ て 聞い て いる マコ 。 
マコ 「 素 敵 ね 。 あ な た の 国 の 歌 ? 」 
ゲッ ツ 、 振 向い て 恥 か し そう に 


FAN CLUB NEWS 


微笑 む 。 
ゲッ ツ 「 あ あぁ あ 、 子供 の ころ 、 と の 
歌 を 聞き 、 野 山 を 走り 回 っ て いた 。 
今 は 、 も うお フク ロ も 、 だ れ も 、 い ひい 
や し な い が ーー…・」 
マコ 「 い っ て みた いわ 、 私 ・…」 
ゲッ ツ 「 あ あ ・…・ イ ー ス トン 伺か ら 
帰っ つっ て こと れ た ら な 。 行 ける か 知れ ん 」 
マコ 「 イ ー ス トン 鳥 ?」 
ゲッ ツ 「 お 前 に ゃ 関係 な い 話 さ 」 
沖の 霧 第 が 鋭 あ が る 。 ゲ ッ ツ 、 
玉 を 向け て 再び 口笛 を 吹く 。 
@ も と の 戦車 の 前 ^、/ ン ーー 


凍 0 ン 
ー ル の メロ デイ 。 マ コ グ 


の 顔 、 涙 で ゆ が む 。 N 


信司 前 
ひと し きり 、 泣 くに ん 
上 0 
ま か す ジョ ー。 
マー ヘ ト 
ジョ ー「・…・ 送 っ て いと ろ 」 ん 
震え る マコ の 肩 を そっ と 
抱く 。 マ コ の すす る よろ うな 、 
涙 声 が あがる 。 
ジョ ー、 銃 を 引き 抜く と 、 両 手 
で し っ か り と 、 ね らい を つけ て 
遠く の ボタ 山 を 撃つ 。 
叶 き あがる ボタ 山 。 
二 発 ・ 三 発 ! 即 り の ジョ ー 
END 


パパ 


制作 NO0・ 29 
放映 NO・ 28 
仮 タ イト ル 


「 羽 根 手裏剣 ブル ー ズ ]」 
脚本 / 山 本 健 


より 抜粋 


一 約 東 一 

オレ の 人 生 の 重荷 を 

いつ か お 前 が と な り で 
いっ し ょ (CC 背負 っ て いた 

お 前 の 熱い 手 が 

オレ の 手 を 握っ て いた 

友よ 

オレ 達 の 約束 を 忘 れ な いで いこ とう 
八 生 は 一 度 き り だ か ら 

死ぬ 時 は いっ し ょ だ 


オレ が 道 に 迷っ た 時 

お 前 が 手 を さ し の べ て 

オレ を つれ も ご ど し た 

と も 歩む と の 道 

ご と まで つづ くだ ろ ろ 

友よ 

オレ 達 の 約束 を 忘れ な いで いと う 
人 生 は 一 度 き り だ か ら 

死ぬ 時 は いっ し ょ だ 


健 

その 暗 の 奥 寿 に ある 

そ と し れ め ぬ 深 い 藻 を 

非情 さ と 鋭い 光 の 中 に か くし 
や さ し い 口 も と を 
固く ひき むす ん で いる 


ジョ ー 

だ れ よ り も や さ し く 

だ れ よ り も 抑 情 深い の に 

その や さ し さ と 愛情 を 
鷹 の よ うな 冷た いま な ざし と 
人 を よせ つけ め ぬ 気道 の 下 に 
か くし て いる 


自分 の 胸 の 内 の 
消え る と と の な い 深い 傷あと を 
ひそ か に し まい と ん で 
いつ も みん な を 想っ て いる 
や さき さ し い 男 た ち 
健 と ジョ ー 
静岡 市 G8 号 と いう 子 


0 NMOS20 


軒 意 の 子 フ アァ ンク ラブ ニュ ー ス 2 号 
の 表紙 。 す ご い シ ョ ッ ク で し た 。 
ー 吉 田 先 生 の すばらし さ 、 そ し て 僚 
大 さ を 新 た め て 知ら され た 思い で す 
私 は 手塚 治虫 先生 は じ め 、 他 の どん 
な 先生 方 より も 先 に 、 吉 田 先 生 に 強 
く 上 魅 か れ た の で す 。 今 まで 、 い くら 
考え て も 、 そ の 理由 は 、 は っ きり し 
ませ ん で し た 。 で も 、F・C ニ ュー ス 
を 見 て わか り ま し た 。 私 は 作品 の 中 
に 人 間 を 求め て いた の で す 。 だ か ら 
と そ 、 私 は 数 多く の 意 の 子 の 作品 を 
弥 し た の だ ど と 思 うろ の で す 。 
鹿児島 県 ・T・M 
置 意 夫 先生 の 絵 を 見 て 、 思 わ ず う な 
っ て し まっ た 。 読 むこ つれ 、 あ あ 、 
すばらし い 人 が いた ん だ な 、 こ と 感激 
し て し まい まし た 。 先 生 が 亡くな ら 
れ た と 聞い た 時 、 私 は アニ メ と は 、 
何たる か を 、 や っ と 知り 始め た と ろ 
で し た 。 も ちろ ん 、 お 会 いし た と と 
な ご ど あり ませ ん 。 だ けど 、 と ろ し て 
色々 と 話 を 聞き 、 作 品 に 触れ て 、 竜 
夫 先 生 の 御 人 柄 、 ア ニ メ に か けた 情 
圭 な ご ど 感じ る と と が で き 、 と て も ろ 
れ し く 思い まし た 。 ど 同時 に 、 一 度 
で いい か ら 、 お 会 いし た か っ た ど 砺 
し くも な り ま す 。 板橋 区 M・S 


ME - 


〇 吉田 竜夫 特集 の 反響 の 大 きい の に と 
は 和 驚き まし た 。 吉田 竜 天 を を を ペー ジ 
で 語り 尽 せ る も の で は あり ませ ん 。 
次 の 機会 に 、 も っ と 充実 し た 特集 を 
組み ます 。 期待 し て て 下さ い 。 


園 会 誌 フ 号 を みる と 、 み ん な 賞賛 の 
人 々 ば っ か し だ けど ご 、 私 は 少し 不満 
な の で す 。 

ー ゲ ル サ ド ラ さ ん 。 某 ア ニ メ 誌 に は 
前 作 の カッ ツ エ さん の イメ ー ジ を 残 
し た っ て 書い て あっ た けど ご 、 ど ご と に 
残っ て ん で すか カッツ エ さん は 、 
あん な オカ マ じ ゃ な か っ た し 「 あ わ 
れ な 人 烏 た ちよ …… 」 な ん て ゆめ ゆ 一 詩 的 


な と と も あっ た の ヨ ヨ 『! 
佐賀 県 H・T 


圏 私 は 毎日 曜日 、 ケ ン と ゲル サド ラ 
の セリ フ に の た うち まわ っ て お り ま 
す の よ ・・ か ろう じ て ジ ョ ー の ね お か 
げ で 正常 を 保っ て いま すけ ど 。 で も 
玉 三 郎 も 、 ま っ さ お S の ゲー ル ち ゃ ん 
あん た も 、 好 きよ ! ギヤ ラク ター な 
ん か 、 す て て 、 歌 舞 伎 の 道 を 、 あ ゆ 
み ま し ょ ー! 広島 市 R・U 

O 〇 ググ ググ ググ 


圏 ア ニ メ の 本 来 の 目 さ す も の は ロマ 
ン 中 心 で あっ て 、 戦 争 の 争い の 中 で 
の 許 を 教え る も の で は な いと 思い ま 
す 。 や は り 、 小 学生 な どの 視聴 者 が 
多い の だ か ら 、「 ハ ッ チ 」 な ど が い 
い の で は な いか し ら 。 あ る 程度 、 正 
義 の 味方 は 心 の 中 に 持ち た いけ れ ど 
その ヒー ロー を 作る に は 悪玉 を 殺さ 
な けれ ば いけ な いな ん て 。「 ガ ッ チ 
ャ マン 」 も ギャ ラク ター の 人 が 爆発 
で 死ぬ 次 が 追 力 満点 アッ プ に 映る し 
[ヤマ ト 」 だ っ て 愛 だ 、 ロ マン だ 、 
と 言い つつ 、 そ ん な の 一 部 で 、 戦 争 
ば っ か り 。 9 の 分 の 短い 中 で は 無理 
だ ろ ろ けど 、 何 で も 殺せ は すむ み だ た 
いで 、 も う 少 し 考え る 余地 が ある の 
で は ? 皆さん は 、 ど うお 考え に な り 
ます か ? 神奈 川 _T・i 

OO ひこ の 意見 に 、 お 便り 下さ い 。 人 確か 
て 私 違 は 、 今 アニ メ の 本 質 を 問わ れ 
て いま す 。 


TH 


圏 忍 者 隊 の ヘル メッ ト の ゴー グル は 


外 か ら 顔 が 見 えま すか ? 

O 風 防 は 内 側 か ら も 、 外 側 か ら も み 
えま す 。 た だ 、 サ ング ラス と ど 同 じ で 
健 の 風防 の 場合 、 外側 か ら は 、 健 の 
顔 は 青 味 が か っ て みえ ます 。 


還 「 タ ウン 」 の 技師 達 は 、 何 処 で 
生活 し て いる の で し ょ ろう 。 そ の 家族 


次 Cc ? 号 白 記 の ジュ ン F ・C 
杉山 佳寿子 さん を 、 名 誉 会 員 に 活動 
中 。 会 誌 は ? ケ月 に 一 度 SMACK 
を 発行 。 連 絡 先 ノ 〒。 ゞ 7 神戸 市 灘 
区 篠原 南町 / 一 ゞ ー/ ワ 菊池 方 
実 アニ メイ ラス ト サ ー ク ル 
Live in ANTMA」 

会 誌 は 隔月 発行 。 連絡 先 ノ 〒。 7 6 


兵庫 県 高砂 市 伊保 町 梅 井 3 る 一 2 


〇 技師 は 「 タ ウン 」 で 衣食 住 の す 
べ て を みた す と と が で きま す 。 家族 
は 地上 で 、 普 通 の 市 民生 活 を し て い 
て 、 技師 は 数 ケ月 毎 に 、 休 暇 を 交 玲 
で も らい 、 地 上 の 家族 の も と に も ど ご 
り ま す 。 


田 ア メリ カ 版 ガッ チャ マン に つい て 
O 現 在 米 国 の 三 大 ネッ トワ ー ク の 一 
つ で ある ABC で カナ ダ を 含め 150 
局 で 放映 中 で す 。 


永 富 恵子 。 
吉 < ii F「 エ SO」 
申 月 に 会 誌 SO を 発行 。 竜 の 
子 ア ニ メ 中 心 の F C で す 。 連 絡 先 ノ 
〒0 / 7 秋田 県 大 館 市 小 館 町 ウー / 
す 臣 田 和美 。 

誠 た つの こと あ に めい し ょ ん ふ あ ん く 
らぶ 「 フ ェ ニ ッ ク 和久 」 連絡 先 ノ エク 
ヶ 岡崎 市 羽根 町 陣場 200 松浦 
陽子 。 

直 マ ン ガ 研究 会 「 破 裏 」 

連絡 先 ノ 〒 ヶ 63 名 古谷 市 守山 区 小 
幡 北 山 27 4/ー す 2・/ー/02 


本 還 Em の 9 58 6 g 加 回 ご 


ヶ月 ず 日 東京 都 勤 愛 福 祉 会 館 
アホ メニ スト 第 回 上 映 会 を 行ない 


FAN CLUB NEVWS 


園 ゲ ル サ ド ラ の 家族 に つい て 、 ま た 
その 生い立ち と つい て 

〇 これ か ら の スト ー リ イ の 進行 に お 
いて 、 重 要 な 位 地 を し めし て きま す 
軽 座 に は 、 発 表 で きま せん の で 、 と 
の 点 に つい て は 、 ど か ん べ ん 下 さい 


= 7 


ます 。 上 映 作品 プア キ ャ シャ ー ン 3 ヌ 話 
他 ゞ 本 連絡 先 ノ 〒.2 7 6 千葉 県 八 
千代 市 勝田 台 ?ー/2ー/ 石 田 和 子 
総 0474 84 5722 お 問い 合わ せ は 、 
電話 で P・M ど :? 0 一 の :3 0 まで 。 


ヶ月 ゞ 日 大 阪 中 の 鳥 公会 堂 

TATSUNOKO IN OSAKA 上 映 会 
問い 合わ せ 先 プ ノ フ アン クラ ブ 事 務 局 
竜 の 子 フ ァ ン クラ ブ 共 催 の 予定 ) 


が 


FUNFUN へ の 感想 な ご どの 投稿 
は 1 6 0 字 以 内 に し て 下さ い 。 アニ 
メ 論 等 は 、 字 数 は 無制限 に 展開 し て 
下さ っ て も 構い ませ ん 。 
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事務 | 局 | だ | ょ | の 影 


12 月 17 日 、 国 分 寺 商 
工 会 館 で クリ スマ スパ ー 
テイ を 行い まし た 。 

会 場 と 人 数 の 都合 上 、 と ww 4 
午前 と 午後 に 分 けた た め し 
時 間 が 短く て 大 変 申 し 分 け あ り ま せ 
ん で し た 。 九 里 一 平 と 宮本 貞雄 が 出 
張 の た め 、 寂 し く な り ま し た が 、 あ 
の 中 野 プ ロ デ ュ ー サ ー が 司会 で 、 竜 
の 子 か ら は 、 ヽ 吉田 社長 、 吉田 綾子 会 
長 、 笹 川 演出 部 長 、 原 演出 課長 、 氷 
井 プ ロ デ ュ ー サ ー が 参加 し 、 楽しい 
ひと と き を 過 し まし た 。 


上 映 は 、 ア メリ カ 版 ガッ チャ マン 
ORION WONDER DO-@ 
OF SPACE こ 新 作 パ イロ ッ ト 
フイ ルム を 初 公開 いた し まし た 。 て 
の 作品 は 日 本 の 民話 を 素材 と し た も 
の で 、 海 外 セ ー ル ス 用 と し て 制作 し 
た も の で す 。 ま た チャ ンス が あり ま 
し た ら 、 よ りら り 多 く の 人 に 見 て も ら う 
為 (公開 し ます 。 

その 後 、 笹川 ひろ し と 原 征 太 郎 の 
デュ エッ ト で 「 い な か っ ペ ぺ ぷ 大 将 」 を 
永井 プロ デュ ー サ ー は ゴー ダム を 、 
それ ぞ れ うた いま し た 。 こ とれ は 特筆 
すべ き と と で あり 、 笹川 さん も 原 さ 
ん も 、 酒 6. 信 で も うだ た っ た と と は 、 ゝ 


な い の で す 。 3 月 2 1 日 に は 、 再 度 
ろう ろ たっ て も らい まし ょ うろ う 。 と ん どい は 


ぁ 振り を つけ て ! 


前 号 で お 知ら せ し 刀 支部 局員 に 御 
応募 下さ いま し て 、 誠 (に あり が ご ろう 
ご ざい まし た 。 多 数 の 中 か ら 整 理 し 
まし て 、 各 県 3 0 名 て 5 0 名 会 員 の 
いる 地区 を 主体 に 支部 構成 を し まし 
た 。「 北 海道 、 仙 合 、 名 古屋 、 大 阪 
広島 、 九州 、 新潟 、 神 奈川 以上 8 
地区 に 分 け て 活動 し て いく と と に な 
り ます 。 会 員 一 人 一 人 の 御 協 力 を お 
願い 申し あげ ます 。 そ の 詳細 は 、 直 
接 、 協 力 者 の 方 へ 連絡 いた し ます の 
で 管 じ く 。 


ダウ ツノ コア ニ メ X3HOP ょ は 
2 月 より 、 毎月 第 1 週 の 日 曜日 は 
開店 させ て いた だ きま す 。 第 3 土曜 
日 と その 他 の 日 曜日 は 、 い まま で 通 
りお 休み させ て いた だ きま す 。 


| 組 販売 部 か ら の お 知ら せ ノ 

番 販 部 で は 、 下 記 の 作品 を 、 テ レ 
ビ 局 へ セー ルス し て お り ま す 。 テ レ 
ビ で ど 覧 に な り た い めい 場合 は 、 地 元 の 
局 の 編成 部 へ 、 ご どしどし 手紙 を 出し 
て 下さ い 。 

字 宙 エー ス 、 グ ズラ 、 ド カチ ン 、 
紅 三 四郎 、 ハ クシ ョ ン 大 魔王 、 カ バ 
トッ ト 、 決 断 、 本 の 木 モ ッ ク 、 け ろ 
っ と デメ タン 、 破 裏 券 ポ リマ ー、 宇 
宙 の 騎士 テッ カマ ン 。 


| 年 を フィー パー 

1978 年 12 月 2 9 日 、 新宿 信 
友 ビ ル 5 1F に て 、 竜 の 子 プロ 年 
会 が 行なわ れ ま し た 。 吉田 健二 社長 
、 吉田 綾子 代表 取締 役 の アイ サ ツ の 
後 、 笹川 ひろ し 取締 役 の 乾杯 。 1 9 
7 8 年 の 仕事 を 納め まし た 。 し か し 
御 作 関係 の 若干 の スタ ッ フ は 、 周 
正月 も 返上 し て が ん ば っ て 還 
お り ま し た 。 
忘年 会 散会 後 、 吉 田 社長 、 
九里 専務 、 宮 本 部 長 等 は 、 


歌舞 伎町 の デ 
イス コ に くり 
だ し た ご と か の 


DOLL 


> 表紙 の 絵 は 、 九里 一 平 の オリ ジ ナ 
ル で す 。 さ て 、 そ と で 問題 ! と の キ 
ャ ラク ター に 、 ぴ っ た りあ っ た 企画 
を た て て 下さ い 。 ス トー リ イ ・ タ イ 
トル 名 ・ 主 人 公 名 ・ 相 手 役名 等 、 考 
えて みた ら 面 白い と 思い ます 戸 。 
次 号 で は 九里 一 平 を 解剖 し て みる 
予定 で す 。 九里 一 平 に つい て 知り た 
いと と 等 あり まし た ら お 便り 下さ い 
NO0・5 で は 笹川 ひろ し の 特集 を 
編み ます 。 同 時 に 笹川 ひろ し に 関す 
る と と も お 願い 致し ます 。 
隊 ま だ まだ テレ ビア ニ メ は 市 民権 を 
得 て お り ま せん 。 マ スコ ミ 論 、 メ デ 
イア 論 を 含め た アニ メ 論 を 時 代 は 要 
請 し て お り ま す 。 皆 さん の 進歩 的 な 
論 を 展開 し て 下さ い 。 期待 し て お り 
ます 。 

條 ロ 

占 回 
3 月 21 日 (春分 の 日 ) 東京 の 小 
金井 公会 堂 で フアン クラ ブ 主 催 の イ 
ベン ト を 計画 し て お り ま す 。 内 容 は 
企画 検討 中 で す が 、 企 画 案 を お も ち 
の 方 は 、 ご どしどし 事務 局 へ お 便り 下 
さい 。 皆 さん の 望ん で いる と と を や 
り た いと 思い ます 。 プ ログ ラム の 骨 
子 が 決ま り ま し た ら 、D M 等 で 御 連 
絡 い た し ます の で 、 楽 し み に ま っ て 

いて 下さ い 。 


の 7 。 な お 2 月 一 3 月 まで お 金 と 


時 間 の 余っ て いる 方 、 実行 
委員 (に な り ま せん か 『 
若干 名 募集 し ます 


END。 


